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第 10回 プログラミングシンポジウム報告集

正  誤  表

頁

目次 (1ペ ージ)6段
B-1  8段

B-7   6段
中 山   健 山 中   健

ca FORT RAN用 グラフ入出カプログラム

(1)頁 C-32 下から11行日

「 グラフ用デ
ータは,こ れらのプロッタをフォワード・ポインタによリリンタした

もので,」

→  「 グラフ用データは,これらのプロッタをフォワード・ポインタおよびパッタ・ヮ
― ド 0ポ インタによリリンタした もので,」

に訂正

(a頁 C-32 下か ら 6行 日

「
このプログラム機能には,次の ものが ある。」

“→ 「 このプログラム2機能には ,次の ものがある .」

に訂正

C&HITAC 8811グ ラフィッタ 0システムによる図形処理 について

(1)C-66 .上 から19行

行中コア ‐→ 行中にコア

O C-69 ‐下から2行日

すべきだと思う 一' すべきである

正誤

― ‐
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(■

(2)

(3

(4)

(5)

D2.AIS(Automated lnformation System)一 情報検索処理システムー

E卜 12 下か ら8行 日
2260遠隔装置 →  2260遠 隔表示装置

D-13 .上 から4行日

13 0MACHINE→  130 MACHINE

D-14 .上から14お よび 16行 日

Previleged Code  →  Privileged Code

D-15 下から6行日
Customer Prof‖ eの一例 をFig.1

→  Customer Profileの一例をFig.1に 示す。

D-17 上から3行日

.里oS/860 → OS/860

D& オンライン文献検索 システム JOLDOR

(■  D-26

(a D-27

(3   タ

(0   ″

(D D-29

下 5

下 15

下 14

下  3

上のグラフ

NWOC
12811澪

:重塁

タ

→ ..K`WOC

↓
　
　
↓

Ｐ
一
Ｎ
．

Ｌト
一〇

1281巧澪:種

128字種

―> “ON―LINE"

→

1     5     10           1     5     10
a2                    9。 o

(O D-41 上 10    合 を入 ってい る .相対 ・→ 合 の入 っている相対

(7)D-41 2。 の′つ    からset―  → からset―■03と set―

(8)D-41の図 上から3行 日 ■壺 → ユ
(O D-43の図 上から5行 日  1± 2 →)1二2

多    ″ 7行日  3上4 → 3±4
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D4DIAシ ステムのオンライン化へ の検討

D5。 自動 ファイ リング・ システム

ページ 行 誤 正

D-47

48

52

多

多

59

60

タ

″

8行 日
表下 1
3行日
14行 日

30 タ

85 ク

18 タ

1 多

1-2タ

6～ 7″

……の報告は末だ ,

リモー トデ ョノエントリ

漏理式

LU TYPE

メガセージ出力愛

であろう。

タセスメモ リを用いても

さらに質問入力……する必要があ

る

明確になされる。

……の報告は未だ ,

リモー トジョブエン トリ

論理式

IU TYPE

質問語入力前

である。

タセスメモリを用いて検索時間を

0に近づけたとしても

さらに質問入力および結果出力に

つ いて,入出 ,方法 ,形式

等を検討する必要がある。

明確にされる。

ページ 行 誤 正

D-61

タ

多

D-62
多

多

D-63

D-64

D-66

D-66

D-68

止 14行日

下 7多

下 6タ

上 1タ

上 7″

上 9多

上 15 夕|

上 5多

多

　

多

　

″

２

　

５

　

３

上

上

上

接 待
Refre ival

タ

磁気ユアー

1/10

C'laarac ter

これはキーの

品 質

右端の X

文字の

1/0

接 辞

Retr eival

タ

磁気ニアー

I′4

lClharacter

これはキーを

品 詞
X をとる

全部 とる

1/0

…‐30-



E-20

El.逆 行列および行列方程式の展開,の非数値解法

頁 行 誤 正

E-6 下から 14 det ノ4"|

|

o rL"' o bt

Cl l.tl"' A nn |

de t A,: α ll° °°αl"

α
"1 
・・・ α
"'3

|

E-13 下から 8 5部沢野氏 5部沢野進氏

E-14 下から 10 例 行列式 例 行列

E-15

E-16

下から 17

下から 13

下から 12

71 行列式αの

22 行列式の演算を
72。 1 行列式χ,ノ の

71 行列 aの

72 行列の演算を
72。 1 行列″,夕 の

上から 2

_上から 12

下から 3

下から 2

72.2 行列 式 為 夕の

72.3 行列式 κ,ノ の

73  Matrix〈Э

lつのma trix″ の

72.2 行列″,ノ の

72.3 行列″,夕 の

73 行列の
1つの行列χの

E-17 上から 8 74 行列式の 74 行列の

E-18 上から 3

上から 8

下から 10

下から 9

下から 8

sc aI pr cd

Z==

行列式の

行列式の

行列式の

scal pr od

π :==

行列の

行列の

行列の

下から 6

下から 3

行列式の

times l〔 REC IP

行列の

time8 1〔 (REC IP
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E5。 ベージ 0メ モリーをもつたリスト処理言語 FLIP―Ⅲ

page E-77

12行 日  COMMON AVSL(2),W(100)

と

18行日   ASSIGN 100 TO LOC
の間に 1行 も

'け
て ,新たに

DIMENS10N L(2)

を追加する。

page E… 80

4行 日  (ABC(Xy)Z)

を

(A B C(XY)Z)
のようにブランタを入れる。

page E-82

図 3の説明文   (A,B)の 内部表現

を         (AOB)の 内部表現

と改める。また同様 に ,図 3の一番上の部分で

(A,B)

を       (A・ B) と改める。

page E-83。

1行日  5.5 原子関数

を     5.5 原始関数   と改める。

page E-84

10行 日  融令 した

を     融合 した     と改める。

page E-85

4行 日   I℃ AR=ICDR

を      TCAR,TCDR  と改 める。

page E-88

参考文献 〔4〕 のところで

JAERI→mem0 3174

と番号を入れる。
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頁 行 誤 正

E-98

ク

″

E-99

1. まえノ外き
か
｀
ら1行 日

私達は,これからのprogeaI聖 ―

ing languageの言己)虚言語暇 求

される・……

利ご連は,これからのprogra」里ing

languag eの 里堕翌聾璽壼ェの記述百

語に要求される……

hand1。  まスノドき
から7行 日

最後の単語 ha_rd

1。  まえ_力 Iき
から10行日

……を使 うことの問題点も…… ……を使うことの問題点変……

8イ予目 (3)IPIW;月 M},T{Ls―嘔:」0/4任 l

(1),(2)が 計算機Mの上で……

(3)P{WIノM},T{Ls→LO川 }
(1),0が 計算機Mの上で……

Lx : assgmhl er
コアメモリー容量 ・・・ ・̈ 65Kワード

JIS規格

追  加

L

2。

a identifier

E‐-100

″

1行日 Lx:a88Fmkler

表 1 メモリー容量: … ・̈ ユユKワード

E“-101 表  2 言 語 T2の 欄
JIS規格

追 加

1◆

2.

a ideutifier

入出力

prOC edullLe

Tlの 欄    |

readreal(″ )

p■コLlintegel(島 f)

8 0LttSe(づ ,L)

7*frIJ r e&dr ea I (r)
proc edure !

printinteger( h, i)

seLce(i,L)

E“-102 図  3 c Onvert(Lx(C202)→Lx
(Cx)}
10ad(Lx(cx).)Mx)

r cOnvert iLx(C202)→Lx(Cx)}
1 load(Lx(CX))理 EX)

load(Lx―)Mx) load(LylMx)
E-104

ク

11行日 ……X向 きの languageで …… きCD language

LI(C202)→LI(Cx)21行 日 LI(C"2→ Ll(Cx)

D-109 下から5行日 proc eduve body procednre body

E-110
~下
から3行日 石田 穂さん 石田晏穂さん

E7 AL00L compilerを machine inde“ ndentに作成する試み
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本 PDFファイルは 1969年発行の「第 10回プログラミング―シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


